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鳴門教育大学授業実践研究
－授業改善をめざして－

第１９号　２０２０

１．問題と目的

　少子化が進み，親は今まで以上に子を大切にし，とこ

とん子どもに関わるようになった。それ自体は自然なこ

とであり，決して悪いことではないが，そこには一つの

落とし穴が隠れている場合がある。家庭という，子ども

にとって最初の「社会」の中で自己を容認され保証され

た子どもは，次の学校という「社会」で全く経験の無い

他者との出会いをし，そこで初めて自分が先天的かつ無

条件に保証されていない現実に直面する。そこには強烈

に自分を否定する要素もあるかも知れないのである。そ

のことに免疫など持たない子どもは，自分を保証してく

れない社会から逃げ出す他ない。そして家庭の中に逃げ

込む。全ての生徒がそうなるわけではないが，そういう

過程もあると念頭に置いて，子どもと接し，子どもの社

会性を拓いていくことも大切な私たちの仕事であると考

えている。そのためには徹底的に子どもを守ること（安

心・安全な学校），その上で他者との積極的な繋がりが持

てる状況を作り出すこと。これさえできれば，後は子ど

も達が自然に伸びていくと確信している。

　そして，そのようにして生まれたしなやかな社会性は，

将来の自分の人生を作り上げていく土台となる。とにか

く今の生徒は，他者と接することを苦手とする者が多く，

特に自分に対する評価（言葉でも態度でも）については，

その内容に関わらず，非常に敏感で容易に傷つく。そこ

からも社会性が未熟であることが見て取れるが，他者と

向き合い，対峙できるようになるためには，他者と接す

る好ましい経験を重ねるのがベストであろう。文部科学

省によると，学校教育は「学校から社会・職業への円滑

な移行」，生徒の「社会的・職業的自立」に課題が見られ

ると分析されている。これらは現場の教員としては以前

から痛感していたことでもあり，この問題に対処すべく，

それぞれの学校が様々な試行錯誤を続けているものの，

そう簡単に特効薬は見つからない。しかしより良い方策

を探す努力は続けていかなければならない。この点を踏

まえ，授業の中ではあるけれども，日頃あまり接点のな

い生徒同士がひとつの作品を作り上げていくという共通

の目標の下に集まり，様々な出来事を経て纏まっていく

経験過程には充分に意味があると考えている。もちろん

上手くいかないこともあるが，それでも生徒達は個々に

成長して行く。何より肝心なことは，機会を与えること，

場を与えること，安心を与えること，に尽きると考えて

いる。

　そこで，本稿では中学時代にいじめや不登校を経験し

た生徒たち等を対象に，総合的な学習の時間における

キャリア学習の授業を実践し，ソーシャルスキル向上の

効果とキャリア学習における授業実践の意義について検

討することを目的とした。

２．方　　法

⑴　協力校

　協力校は徳島県唯一の定通独立校として，昭和５３年４

月に徳島市内の吉野川河口に近い場所に創立され，今年

で４２年目を迎える。定時制課程は昼間部午前部・午後

部，夜間部と３部制となっており，通信制課程には普通

科と衛生看護科の２科がある。県内には定時制課程があ

る公立高校は本校を入れて６校しかなく，通信制課程は

本校のみである。生徒数は定時制夜間部が普通科４クラ

ス，２７名，昼間部が午前部，午後部合わせて普通科１１

クラス，２３７名，通信制課程が普通科１０クラス，衛生

看護科１クラス合わせて２９３名，全校生徒数は５５７名に

なる。

　定時制の生徒たちに「自分の教室，自分の机，自分の

ロッカーを使わせてあげたい」という思いから本校が定

通独立校として創設された。設立当初は工業科・商業科・

家政科・衛生看護科と多くの科があり通信制課程には

２,０００人を超える生徒が在籍し，生徒総数だけでみれば
４,０００名近くになる県内一のマンモス校であった。
　平成時代を迎え地方の少子化・高齢化が進むにつれ，

定時制高校での人形劇によるソーシャルスキル向上をねらいとした授業実践

（キーワード：定時制高校，総合的な学習の時間，人形劇，ソーシャルスキル）

＊＊＊鳴門教育大学　高度学校教育実践専攻（教職系）
＊＊＊徳島県立徳島中央高等学校

小　坂　浩　嗣＊，辰　巳　敏　夫＊＊



－９０－

小　坂　浩　嗣，辰　巳　敏　夫

高校入学者数の減少が加速度を増し，全日制高校の整理

統廃合が進むと共に定時制・通信制への希望者も激減し

た。それに伴い定時制課程の再編成も行われ，本校は普

通科のみ（通信制課程では衛生看護科が残っている）と

なり，かつては最大規模であった夜間部が今では最小規

模になっている。

　そのような夜間部の縮小に呼応して，昼間部は増加し

ている。それとともに，生徒の有り様にも変化が見られ

るようになった。いわゆる「やんちゃ」して学校に行け

なかった非行傾向のある生徒はどんどん減っていき，不

登校に陥って学校に通えなかった子ども達や，特別支援

が必要な生徒の割合が，年を経る毎に増加してきた。必

然的に学校の指導のあり方も在籍する生徒の実態に応じ

て変化してきており，基本的に対人関係を築くのが苦手

な生徒たちにどうやって社会性を持たせていくかが最重

要の課題となってきている。

⑵　方法

１）総合的な学習の時間の位置づけ

　上記のような現状を踏まえ，生徒自ら考え，未来を切

り拓く能力・態度の育成が図れるよう，年間４回の進路

ガイダンスや「総合的な学習（探究）の時間」科目にお

けるキャリア教育に特化した学習活動等の展開を系統的

かつ体系的に実施している。また，社会・職業への現実

的理解を深め，将来に向けての目標設定や社会に参画す

る意識を醸成すべく，インターンシップやキャリアワー

クショップ等の様々な体験的な学習活動に取組んでいる。

　協力校では，令和元年度に文部科学省から指定を受け

て「高等学校における次世代の学

習ニーズを踏まえた指導の充実事

業」に取り組んだ。１年次に「自

己理解」，２年次に「啓発的経験と

コミュニケーション」，３・４年次

に「就職活動・進学準備」という

形で系統的にキャリア教育を行っ

ている。１年次では『高校生のキャ

リアノート』（ベネッセコーポレー

ション）を活用した演習に加え，

「読み・書き・計算」といった基礎

学力の養成と定着を図り，２年次

から４年次では，キャリア学習に

特化したコース別学習（以下の１０

コース）を展開した。

　①漢字学習コース

　②ビジネス文書実務検定コース

　③電卓実務検定コース

　④英語検定コース

　⑤学力向上コース

　⑥キャリアワークコース

　⑦とくしま中央一座コース

　⑧ものつくりコース

　⑨防災対策研究コース

　⑩ニュース時事問題研究コース

２）「とくしま中央一座」コースの

枠組み

　上記のような１０コースを開設

しているが，中でも⑦に挙げた「と

くしま中央一座」コースは，全国

でも例の少ない本校独自の取組で

あり，これを活用して授業実践に

取り組んだ。本コースの枠組みは図１　授業計画
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以下の通りである。

　①履修学年と単位数：２年次〜４年次，通年・１単位

　②授業曜日・時間：金曜日，午前部・４限目，午後部・

８限目

　③総授業時間数：１２時間（１コマ４０分）

　④授業期間：５月２４日〜１月１０日

　⑤履修生徒数：午前部生５名，午後部生５名

　⑥授業計画（図１）

　今年度は，絵本作品を題材とした人形劇団「とくしま

中央一座」が発足して１０周年を迎える（図２）。初演ロ

シア民話『まんまるパン』を皮切りに，以来，『赤ずき

ん』『ブレーメンの音楽隊』『三匹のコブタ』『おおかみだっ

てきをつけて』『がまくんとかえるくんシリーズ〜おてが

み』『がまくんとかえるくんシリーズ〜クリスマス・イブ』

『おおかみのおなかのなかで』『わたしのワンピース』『こ

ぐまちゃんのほっとけーき』『くわせろ』『くねくねさん

ぽ』等の名作絵本童話を手がけ，上演にこぎ着けた。一

方，『赤ずきんとブレーメンの音楽隊』『赤ずきんと三匹

のコブタ』『まんまるパン〜その後のお話』『大草原のゆ

かいな仲間たち』『ゴキブーリブーリ』『チンアナゴのきょ

うだいとクリスマス』と，人形劇団としてオリジナル作

品にも着手し，公演した施設で好評を得ている。

３）検証方法

　平成２８年度から鳴門教育大学の支援を得て活動のプ

ログラム化を図り，人形劇団と読み聞かせ隊のスキルを

向上させるため，毎授業後に振り返り（資料１）と自己

肯定感を測定し（資料２），生徒自身の検証と評価を実施

し，データを蓄積するとともに，主体的対話的深い学び

へと繋げている（図３）。

３．結　　果

　他者と繋がる機会を保障する学習として，人形劇団「と

くしま中央一座」の活動に取り組んだ。

⑴　目的・ねらい

　中学時代，いじめや不登校を経験した生徒たちが，本

活動を通してソーシャルスキルを高め，自らの自信を取

り戻し，生きる力を蓄え，誇りと貢献心をもって社会に

図２　「とくしま中央一座」１０周年記念看板

資料１　振り返りシート

資料２　自己肯定感尺度アンケート用紙
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役立ちたいと思える生徒の育成をめざしている。

⑵　活動内容

　「とくしま中央一座コース」は，「人形劇」と「絵本の

読み聞かせ」の２つの芸術表現活動を行う体験活動型学

習プログラムである。履修した生徒達は，校内文化祭で

の発表以外に，保育園や障がい者施設，図書館，書店等

での上演会及びその後の交流活動を通して，コミュニ

ケーション力を高めながら社会性を培う。舞台は校内で

行われる文化祭を皮切りに，外部公演を年間１０回程度開

催した。その経験の積み重ねが自己理解に繋がり，成就

感や自己有用感の獲得に効果を期待できる。活動の過程

で生徒達は，これまで未体験だった舞台づくりのための

試行錯誤や切磋琢磨のせめぎ合いを繰り返す。その経緯

の中で生徒一人一人が困難に立ち向かう問題解決の能力

や，自分たちの求める舞台を実現するために必要なもの

を見極める力を育て，自らの進む道を切り拓く力，すな

わち自己実現のための意志決定力を獲得することに繋

がっていくのである。

⑶　上演作品

　本年度は，マック・バーネット（文），ジョン・クラッ

セン（絵）『おおかみのおなかのなかで』（図４）と，劇団

オリジナルの３作品『大草原のゆかいな仲間たち』（図５）

『ゴキブーリブーリ』（図６）『チンアナゴのきょうだい

とクリスマス』（図７）を人形劇による上演作品とした。

⑷　人形劇を創作する具体的な手順

　①原作となる絵本の選定（著作権の許諾を得る）

　②キャラクターの役割分担を決める

　③台本づくり＆読み合わせ（原作からのシナリオ化と

アレンジ）

図３　実践研究の枠組み

図５　『大草原のゆかいな仲間たち』より

図４　『おおかみのおなかのなかで』より
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　④主題や作品を演じることのねらいの確認と共通理解

　⑤パペット人形の製作もしくは調達，小道具・大道具

づくり，BGM・歌・効果音の製作
　⑥舞台稽古，シナリオの修正，追加

　⑦本格的な舞台稽古（立ち居振る舞い，所作，舞台道

具の位置の確認）

　「どうすれば，より面白くなるか？」という視点で，セ

リフやパペットの動き，BGM・歌・効果音の製作を修正
したり，追加を重ねたりしていく。セリフが覚えられ，

パペットの動きが体得できるまで，繰り返し練習する。

⑸　上演及び交流施設

　みどり保育園・青葉保育園・北島田保育園・八万東保

育園・障がい者授産施設「れもん」・しらさぎ台街づくり

活動センター・えくせれんと鴨島（デイサービス施設）

・徳島県人形フェスティバル・阿波市吉野笠井図書館・

土成図書館・阿波市吉野スポーツセンター・附家書店・

徳島県高等学校人権研究大会生徒発表・全国高等学校文

化祭人形劇部門（平成３０年度）

⑹　自己肯定感と振り返りの分析結果

　自己肯定感尺度によるアンケート結果から，第１回測

定時（図８）より，第２回測定時（図９）の方が３観点

のすべてにおいて上昇した。上記アンケートにおける各

２８項目について，授業者が常日頃から意識付けを行って

きたし，それぞれメンバーが努力を重ねてきており，自

覚と自信が備わってきたことが数値上昇の要因であると

考える。分析した際，個々には３観点のバランスに偏り

の見られる生徒もいたが，受講生徒全体の平均からは，

３観点にバランスのとれた向上が認められた。共に育ち，

共に補い，人形劇団としてのチームワークが取れていた

証と捉えられる。

　また，毎活動終了時には振り返りシートに記入し，受

講生が一人ずつ発表をしてシェアリングを行った。評価

の観点は，「あなたは今日の活動に満足していますか？」

という満足度（図１０），「あなたの活動は将来に役立つと

思いますか？」という有用感，「今後，この活動を頑張ろ

うと思いますか？」という効力感であった。

　上記のうち，満足感については授業回を重ねていくご

とに，満足度が上昇した。その理由について，１月１０日

に満足度４に回答した生徒達の記述からは，「失敗しても

次の公演では成功できたり目標が達成できたから良かっ

図６　『ゴキブーリブーリ』より
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図９　自己肯定感尺度（２０２０／０１／１５測定，N＝１０）
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図８　自己肯定感尺度（２０１９／０６／１７測定，N＝１０）

図７　『チンアナゴのきょうだいとクリスマス』より 図１０　授業に対する満足度の推移（M＝１０）
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た。」といった公演に成功した達成感，「みんなで協力し

て楽しくできたから満足しています。」「人形劇が上手く

できたし，後の交流会も有意義だったから。」といった協

力した連帯感，「観客にも喜んでもらえたし，一生懸命頑

張ったと言える１年だったから。」といった他者からの賞

賛による有用感を感じたことが推測された。

⑺　成果と小括

　授業実践の成果として３点を挙げる。第一に，対人面

で過度の緊張を感じていた受講生徒たちが，人前で人形

劇を演じることで，物怖じしない自信を獲得し，フロア

の見知らぬ人々との一体感を持ち，上演後にも異世代間

交流を図ることで，社交性を高めることができた。また，

受講生徒たちで協働して物事を成し得ることの大切さを

学んだことである。

　第二に，普段の会話にも支障をきたしていた受講生徒

が，見守りの対話活動（穏やかな口調，相手を受け入れ

るという姿勢）をグループワークの中で行ってきたこと，

そして，人形劇の活動を通して自分に自信が持てるよう

になったこと等により，日常会話においてスムーズに会

話ができるようなスキルを習得したことである。

　第三には，何事にも否定する場面や後ろ向きな発言の

多い傾向を示していた受講生徒の一人が，本授業活動に

よってポジティブな言動が増え，自己変容が認められた

ことである。

　以上の成果が上がった要因の一つは，グループワーク

による効果と考える。各授業の終了時に受講生と授業者

が全員で自分自身への振り返りを行い（インサイドワー

ク），他者から評価を受けての振り返り（アウトサイド

ワーク）によるシェアリング法を反復して実践したこと

が効果的であったと考える。仲間と心を一つにして，絵

本（ファンタジー）の世界に浸り，それに対する思いを

語り合うという作業を繰り返すことにより，個々のソー

シャルスキルを磨きながら，人形劇としてリアルに体現

することを通してセルフトレーニングしていたと考えら

れる。

４．考　　察

⑴　人形劇を「創る」「演じる」ということ

　受講生徒の多くが小中学生時代に不登校を経験してい

ることもあり，人前での表現は過度の緊張を伴うが，脳

を活性させ，心を喜びで満たす体験となる。外部公演で

認めの拍手を他者（フロア）から受けると，喜びが充実

感を伴って心に迫り，魂の癒しをもたらす。それは，傷

ついた精神を再生へといざない，心理療法さながらの効

果を生んでいる。継続しているうちに，自己という存在

に気づき，自己をメタ認知できたことで周囲の世界が見

えるようになり，他者とつながることの尊さや価値を知

る。これまで感受性を閉ざしてきた受講生徒たちにも，

「自分も人のために役に立つことができる」といった利

他心や奉仕の精神が芽生える。結果として，情熱・感謝・

思いやり等々，目に見えないものに対して意識が及ぶよ

うになり，「この世界は全ての存在が，人や物，自然界と

つながって生きている」ということを理解する。授業者

は，そのことを生徒たちに言葉で伝え，感覚的に意識が

もてるように導いてきた。童話や芸術と呼ばれるものを

生み出してきた先人からの言葉や思い（想い）や世界観

が時空を超えて人形劇として体現されるとき，心があら

われるような魂の発露を感じる瞬間やハートウォーミン

グな（心温まる）ひとときを味わうことが可能となる。

　授業者も受講生徒たちと同様にファンタジックなロマ

ンを感じずにはいられない。そして，過去・現在・未来

へと日一日と変容し続ける自らと世界を慈しむ態度を共

に涵養したいと願っていた。小中学校時代，「学校」とい

う場所から置き去りにされてきた受講生徒たちと，上記

で掲げた目的に加え，再び「学校」という場所で学校生

活を取り戻す営みとして，この授業活動を展開している

のではないかと思える。

⑵　忌避意識を払拭することについて

　「とくしま中央一座」を通して，授業者がなぜ忌避意識

の払拭を念頭に置いて活動を継続・展開してきたか。そ

れは，協力校に向けられる社会に根ざされた厳然とした

マイナスイメージが数年前まで往々にして在ったからで

ある。

　現在は，ネット上にアップされた協力校の口コミを見

ても，心無い書き込みは減り，年々，協力校に対する評

価も上昇しているものの，４〜５年前に遡れば，２チャン

ネルや学校裏サイト掲示板では悪辣で差別的な書き込み

で溢れ返っていた。故に，協力校に対する偏見や差別意

識が横行し，露骨な誹謗や中傷が生徒に浴びせられ，そ

のような高校に中学からの輪切りの状態で入学し通学を

余儀なくされた生徒たちは，必然的に胸を張れなかった

し，卒業しても母校であるということに誇りが持てな

かったのである。

　授業者は，そのような協力校の在り様を，在職してこ

れまでの１８年間見続けてきた。生徒たちが一歩校外に出

れば差別や偏見に直面し，憂鬱を抱えて生活していかね

ばならない状況を何とか克服し，人としての尊厳と生き

る喜びを出会うすべての人と分かち合える存在として世

に送り出したいという願いを持ち，この人形劇の取組を

推進してきたのであるが，その着眼した点は次の通りで

ある。

　まず，如何にして社会に根ざした協力校へのマイナス

イメージを払拭するか。この点に着目し，人権教育で取
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定時制高校での人形劇によるソーシャルスキル向上をねらいとした授業実践

り組まれている「ケガレ観」の払拭を目指した私たちの

活動と営みとを考えた。絵本によく嫌われ役として登場

するオオカミを，肉食性としての立場を理解してもらえ

るようなシナリオを考えたり，ヒーロー的存在として演

じたりすることにより，またそれを意図して演じること

で，観劇するフロア側の理解を求めようとしたのである。

同様に，連作の人形劇においてヘビやゴキブリなど，嫌

われキャラを主人公に据え，物語を創ることに拘った。

　協力校の生徒には，自尊感情が乏しい生徒が多く見受

けられ，自己効力感をもつ生徒も少ないと感ずる。それ

はどうしてなのか。当然のことながら，上記に書いたよ

うな協力校生徒へのマイナスイメージが，影響している

のであろう。ならば，そのイメージをどうにかしてプラ

スに転換させ，解放された自己認知をさせて社会へと飛

び立たせたいというねらいが授業者にはあった。嫌われ

キャラのイメージ払拭が，同時に協力校や生徒たちのイ

メージアップに繋がることを信じ，保育園，障がい者施

設，高齢者施設，公共図書館，書店，テクノスクール等

と公演の幅を広げ，人形劇の上演活動を続け，１０年の歳

月が経過した。

　その軌跡を辿り振り返った時，幾千もの出会いとふれ

あいと，そして，人との繋がりが私たちにもたらされ，

私たちを包含する社会と生徒たちの意識とが変容したこ

とが実感される。継続する力が理解者を生み，仲間とな

り，ずっと繋がって行くことで温かな人間関係が構築さ

れ，協力し合うことでより良いコミュニティが創造され

てきたと考える。

５．今後の課題と展望

　以上，一つのキャリア教育としての「とくしま中央一

座」の取組の一端について検討した。今後の課題として

これからの方向性を４点挙げておきたい。一つ目は，人

形劇団としてのチーム力の向上と芸術性の高揚をめざす

ことである。二つ目は，受講生徒一人一人の人格の陶冶

と意思決定能力の獲得をめざすことである。三つ目に，

受講生徒一人一人が利他心を養い，人々と繋がり，将来

的に社会へどのように貢献して行くのかを模索して行く

ことである。四つ目は，授業を担う指導者の育成と，指

導を行う上での専門性の向上を図ることである。

　こうした方向性をもたせることにより，これからの「と

くしま中央一座」の活動を通した学びをもとに，生徒た

ちは自らの意思で自らの特性に合った進路決定を確実に

果たし得るだろう。ある者は芸術の分野へ，ある者は福

祉や公務員の道へと逞しく歩みを進めていくことを期待

したい。私たち教職員は，一人一人の将来への方向性を

共に見つめ，今後もしっかりと寄り添い，成長を見守っ

て行きたいと考える。 
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